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脱炭素（ゼロカーボン）とは？

• 化石燃料を一切使わない社会（※原則として）

– エネルギー＝電力、水素・アンモニアなどの燃焼、バイオマ
ス（木質含む）、運動エネルギー（水力・風力）

– 合成燃料（メタネーション、e-fuel）は非効率

– 発電（転換）も火力廃止（またはCCS）

– 石油化学製品（プラスチック）も代替

• 「個人」が変わるだけでない

• 「システム」が変わる

– 例えばEV化
 GS不要、点火・燃料まわりの部品不要
⇒クルマの設計が変わる、製油所不要、タンカー不要、産油国…



マルチ・レベル・パースペクティブ

(Geels and Schot 2007)
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システム（あたりまえ）は変わる
最もよく利用する携帯電話（1台目）の年次推移

（NTTドコモモバイル社会研究所 https://www.moba-ken.jp/whitepaper/wp23/chap1.html）



脱炭素化はコツコツ省エネではない！

コツコツ・・・
漸進的な変化

ラジカルな変化

コツコツ・・・



産業革命と化石燃料社会

• 産業革命以前は「有機物依存経済」

–熱エネルギーは薪、木炭などに依存

• 産業革命（石炭⇒蒸気機関）以降、化石燃料を
主エネルギー源とする社会に転換

• 脱炭素＝産業革命後の現代社会から、まったく
異なる次の「社会」への転換



システムをどう変えるか？
システムはどう変わるか？

• 技術の進化

–便利になるなら自然と変わる

• トップダウン

–横暴、納得感の欠如

• ボトムアップ

–遅延、停滞

–現在のシステムから抜け出せない



なぜシステムが変わらないのか？

日
々
の
負
荷

均衡解１

均衡解２

別のシステムがよいことが理解できても、
そこへ移行する過程が大変（現状維持の
ほうがラク）なので、なかなか超えられない

途中がキツい

ガソリン車は大量生産
で最適化、EVは不利
⇒初期にEVを買う人に

負担になる



トランジション・マネジメントの
プロセス

• トランジションを意図的に
加速する取り組み

• 「未来のあたりまえ」を
いまから拡散

3) トランジション
実験：
フロントランナー
が実践を通じてシ
ステムの変革を
促す

1) 持続可
能な未来ビ
ジョンを描く

すでに未来を体現し
ている人々

持続可能な未来で
は「ふつう」の人々



Xカーブ



ロッテルダムという街

• ドイツが中心市街地を空襲で破壊

• 戦後の「モータリゼーション」「機械化」で復興



ロッテルダムのモビリティトランジション

• 2008年の中心市街地「シティ・ラウンジ」戦略

Perron Nul at Centraal Station in 1990s

https://indebuurt.nl/rotterdam/toen-in/toen-in-rotterdam~101495/



モビリティ・トランジション・アリーナ

• 2015年に市役所・オランダ
トランジション研究所
(DRIFT)でスタート

• 16名のフロントランナー（未
来のあたりまえを実践して
いる人たち）

• 5回の会合で未来ビジョン・
トランジション実験を特定



トランジション実験: Fietsflonder



トランジション実験：Happy Street



大通りの大改造：Coolsingel



トランジションの成果
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ワークシート（Xカーブ）



議論の手順

1. 右上は４つの目標のどれかひとつ

2. 右上と対立・競合する旧来の「システム」を
考える
⇒左上

3. 右上へとつながる、拡大波及させていく
「実践」を考える
⇒左下

拡大波及の段階、
順序にも注意



高齢化が進む美園に向けたモビリティ*・トランジション

自動運転の小型
モビリティが走
り回っている

都内・新都心等
は公共交通機関
で（モビリティ
はLast one 

mile）

買い物は通販

ゆっくり
楽しめる
歩行空間、

馬道

歩行・非自動運
転が余暇・ス
ポーツの扱い

障がい者概念の
消失（支援ロ

ボット一般化）、
高齢者も同様に

歩行

小型モビリティ、
ロボット、ド
ローン等の社会

実験

特区申請

現場で活動する
人の特定・動員

美園内で実験イ
ベントを同時開

催
人々の移動実態
データを把握

資金調達

従来型の高齢者
介護（送迎型） 行政依存の道路

管理・使い方

マイカー中心の
システム（駐車
場、税、燃料価

格）

事業化（本格導
入時の投資確
保・事業者発

足）

*人々の移動・交通のこと。「小型モビリティ」というときは、地域の手軽な移動の
足となる１人～２人乗り程度の車両のこと。

（2018年3月27日まちづくり講演会ミニ・ワークショップの成果）


